
 

北但ごみ処理施設に係るＤＢＯ事業者選定アドバイザリー業務 

公募型プロポーザルの選定結果 

 

平成23年10月26日 

 

 北但ごみ処理施設に係るＤＢＯ事業者選定アドバイザリー業務について、公募型プロポ

ーザル方式により、事業者選定を行いましたので結果を公表します。 

 

 

１．業務の名称 

北但ごみ処理施設に係るＤＢＯ事業者選定アドバイザリー業務 

 

２．業務の概要 

  北但行政事務組合が「北但ごみ処理施設整備事業」を「民間資金等の活用による公共 

施設等の整備等の促進に関する法律（平成11年法律第117号）」の規定に準じて、ＤＢ 

Ｏ（公設民営）方式で実施するにあたり、実施方針の作成・公表から特定事業の選定及 

び事業者の募集・選定・契約に至る一連の業務の支援を委託するもの。 

 

３．選 定 方 法 

  公募型プロポーザル方式 

 
４．評価の方法 

先に公表した審査基準による配点に基づき、評価項目ごとの評価点数の合計により評 

価を行った。 

 

５．選定委員 

役  職 所 属 等 

委員長 (社)廃棄物処理施設技術管理協会会長 

副委員長 龍谷大学理工学部環境ソリューション工学科教授 

委 員 豊岡市市民生活部長 

委 員 香美町健康福祉部長 

委 員 新温泉町町民課長 

委 員 北但行政事務組合事務局長 

 

６．応 募 者 

  ・(株)東和テクノロジー神戸営業所 

  ・(財)日本環境衛生センター 

  ・パシフィックコンサルタンツ(株)神戸事務所    （五十音順） 

 



 

７．審査・評価結果 

順位 応募者名 総 得 点 

１ パシフィックコンサルタンツ㈱神戸事務所 155.19点 

２ Ａ社 133.25点 

３ Ｂ社 126.50点 

（非価格評価170点、価格評価30点の合計200点満点） 

 

８．優先交渉権者の決定 

  審査の結果、総得点の最も高かった、パシフィックコンサルタンツ㈱神戸事務所を優 

先交渉権者として選定した。 

 

９．選定委員会講評 

  本年３月に発生した、東日本大震災に伴う、復旧・復興に関する業務など多忙な時期 

にもかかわらず３者から提案いただいた。 

  いずれの応募者からも、これまでの実績と蓄積された経験に基づき、啓発機能・施設 

周辺整備・地元経済の振興などの諸課題に対し、的確な着眼点による提案をいただいた。 

 今回、優先交渉権者に選定した、パシフィックコンサルタンツ㈱神戸事務所は、北但 

行政事務組合が本業務で求める成果を達成できる総合能力、期待度が高いとして評価さ 

れた。 


